
Windows 11「メモリ整合性（Memory
Integrity）」問題について

※「メモリ整合性」オプションは、「Windows セキュリティ → デバイス セキュリティ →

コア分離」から確認できます。

問題内容：Sena Device Manager がインストールされている場合、「メモリ整合性（Memory

Integrity）」をONにできない場合があります。

1. Sena Device Manager がインストールされた状態で「メモリ整合性」をONにしようとすると、「ドライバ

ーの互換性の問題を解決して、再度スキャンしてください」というメッセージが表示されます。

2. 「互換性のないドライバーを確認」をクリックすると、2つの互換性のないドライバー（Driver 1 / Driver

2）が表示されます。これらを削除する必要があります。

3. Driver 1 の削除方法

方法1：「Windows Driver Package ‒ Cambridge

Silicon」が「アプリと機能」に表示されている場合はアンインストールしてください。

方法2：「Windows Driver Package ‒ Cambridge

Silicon」が表示されない場合は、管理者権限でコマンドプロンプトを起動し、以下を実行してください：

pnputil.exe /d oemXX.inf

4. Driver 2 の削除方法：「C:\Windows\System32\drivers」フォルダ内の「csrbc.sys」を手動で削除し

てください。

5. Driver 1 と Driver 2 を削除後、「メモリ整合性」をONにするとPC再起動を求められます。

6. 再起動後、「Windows セキュリティ → デバイス セキュリティ →

コア分離」から「メモリ整合性」がONになっていることをご確認ください。










